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補正後の額補正額会 計 名

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

2平成26年2月1日 第57号

1億9437

3030

12
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

12
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

67億5582

19億1593

平成25年度12月補正予算　 （単位：万円）

報
告
案
件

工
事
請
負
契
約

の
変
更

佐
川
町
立
黒
岩
中
学
校
耐
震

補
強
及
び
大
規
模
改
造
工
事

３
０
０
万
円
の
増
額

体
育
館
の
防
水
シ
ー
ト
が

劣
化
し
た
た
め
追
加
工
事
が

必
要
に
な
っ
た
。
ま
た
消
火

栓
の
老
朽
化
に
伴
い
、
取
り

換
え
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
増
額
。

人
　
　
事

人
権
擁
護
委
員

西
森
　
精
一
　
氏

佐
川
町
本
郷
耕
１
１
２
７
番
地

12
月
定
例
会
は
、
12
月

６
日
か
ら
12
日
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
補
正
予
算

を
は
じ
め
、
条
例
改
正
な

ど
議
案
13
件
、
報
告
３
件
、

諮
問
１
件
を
審
議
し
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
全
員
で

全
件
可
決
し
ま
し
た
。

議
員
発
議
に
よ
る
意
見

書
は
３
件
を
審
議
し
、
２

件
が
可
決
さ
れ
、
１
件
が

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
制
定

技
術
管
理
者
の
資

格
の
基
準
を
制
定

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
に
置
く
技
術
管

理
者
の
資
格
の
基
準
を
定
め

る
。

（
12
月
13
日
施
行
）

飲
料
水
供
給
施
設
新
設

事
業
分
担
金
を
決
定

フ
ス
ボ
リ
地
区
飲
料
水
供

給
施
設
新
設
事
業
の
分
担
金

を
定
め
る
。

分
担
金
の
額
は
10
万
円
。

（
12
月
13
日
施
行
）

総
合
整
備
計
画

中
野
・
瑞
応
辺
地

に
係
る
総
合
整
備

計
画
の
策
定

平
成
25
年
度
か
ら
29
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
、中
野
・

瑞
応
地
区
に
飲
料
水
供
給
施

設
を
整
備
す
る
た
め
、
財
政

上
の
規
定
に
よ
り
総
合
整
備

計
画
を
策
定
す
る
。

加
茂
辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
の

策
定平

成
25
年
度
に
長
竹
・
横

山
地
区
の
町
道
を
整
備
す
る

た
め
、
財
政
上
の
規
定
に
よ

り
総
合
整
備
計
画
を
策
定
す

る
。

工
事
請
負
契
約
締
結

町
道
市
ノ
瀬
線
道
路
改
良
工
事

（
契
約
の
方
法
）

指
名
競
争
入
札

（
契
約
金
額
）

５
１
４
５
万
円

（
契
約
の
相
手
）

大
川
建
設
株
式
会
社



平成26年

第1回臨時会
1月20日開会

平成26年

第1回臨時会
1月20日開会

人
　
　
事
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12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

12月
補正予算
ピックアップ

高
吾
北
広
域
事
務
組
合

負
担
金
事
業

１
億
６
７
１
５
万
円

高
吾
北
消
防
本
部
、
消
防

救
急
無
線
を
デ
ジ
タ
ル
化
す

る
。

廃
止
路
線
代
替
バ
ス

運
行
補
助
事
業

△
１
１
５
２
万
円

黒
岩
観
光
の
バ
ス
購
入
補

助
に
つ
い
て
、
当
初
予
定
し

て
い
た
低
床
バ
ス
を
小
型
バ

ス
に
変
更
し
た
こ
と
に
よ
る

減
額
。

障
害
者
自
立
支
援
事
業

４
０
３
万
円

平
成
24
年
度
の
実
績
確

定
に
よ
り
国
・
県
へ
の
補
助

金
を
返
還
す
る
。

更
生
医
療
事
業

１
０
０
０
万
円

生
活
保
護
受
給
者
が
入
院

透
析
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ

り
、医
療
費
の
増
加
に
よ
る
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成

事
業

２
０
０
万
円

未
熟
児
養
育
医
療
費
が
当

初
の
想
定
を
上
回
っ
た
た
め
。

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
を
す
べ
て

の
幼
い
子
ど
も
の
育

ち
を
支
え
る
制
度
と

す
る
た
め
の
意
見
書

（
提
出
者
　
産
業
厚
生
常
任

委
員
長
　
岡
村
　
統
正
）

国
は
、
最
短
で
２
０
１
５

年
４
月
か
ら
子
ど
も
子
育
て

支
援
新
制
度
を
施
行
す
る
と

し
て
、
制
度
の
実
施
主
体
で

あ
る
市
町
村
に
対
し
て
も
施

行
準
備
を
進
め
る
よ
う
求
め

て
い
る
が
、
保
育
関
係
者
だ

け
で
な
く
多
く
の
自
治
体
か

ら
も
不
安
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

国
及
び
国
会
に
お
か
れ
て

は
、
子
ど
も
の
権
利
を
最
優

先
に
、
地
方
自
治
体
の
実
情

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
国
と

地
方
自
治
体
の
責
任
の
も
と

に
保
育
制
度
の
拡
充
を
図
ら

れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

（
要
旨
）

環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
）

交
渉
参
加
か
ら
直
ち

に
撤
退
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

（
提
出
者
　
産
業
厚
生
常
任

委
員
長
　
岡
村
　
統
正
）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
農
林
水
産
業

は
も
と
よ
り
医
療
、
労
働
、

金
融
、
食
品
安
全
な
ど
国
民

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
影

響
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て

い
る
。
と
り
わ
け
高
知
県
な

ど
の
中
山
間
地
域
を
抱
え
る

地
方
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ

て
地
域
経
済
の
崩
壊
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
経
済
を
支
え
る
中
山
間

の
農
林
水
産
業
へ
の
甚
大
な

影
響
に
伴
い
、
美
し
い
自
然

の
景
観
、
美
し
い
里
山
・
田

園
風
景
が
荒
廃
し
て
い
く
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
直
ち
に

撤
退
す
る
こ
と
を
強
く
要
望

す
る
も
の
で
あ
る
。（

要
旨
）

副
町
長

村
田
　
豊
昭
　
氏

佐
川
町
甲
１
６
１
２
番
地
13

（
賛
成
全
員
）

こ
う
ち
農
業
確
立

支
援
事
業

２
０
７
３
万
円

Ｊ
Ａ
コ
ス
モ
ス
永
野
出
張

所
ニ
ラ
小
袋
包
装
機
２
台
が

老
朽
化
し
た
た
め
、
入
れ
換

え
る
。

高吾北消防本部



永
田
議
員

町
道
市
ノ
瀬
線

道
路
改
良
工
事
の
請
負
契
約

に
お
い
て
、
落
札
率
96
・
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高
吾
北
広
域
事
務
組

合
負
担
金
の
財
源
は

森
議
員

高
吾
北
広
域
消
防

本
部
、
消
防
救
急
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
と
し
て
、
大
き
な

補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
財
源
と
な
る
地
方
債
の

内
容
と
、
補
正
で
組
む
理
由

は
。

岡
林
総
務
課
長

消
防
救
急

無
線
の
高
度
化
や
電
波
の
有

効
利
用
と
い
っ
た
観
点
か

ら
、
平
成
15
年
の
電
波
法
の

関
係
法
令
の
改
正
に
よ
り
、

全
て
の
消
防
救
急
無
線
に
お

い
て
、
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
移

行
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
実
施
す
る
も

の
。財

源
は
、
国
の
財
政
支
援

策
の
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
の
制
度
で
、
対
象
事
業
費

の
１
０
０
％
が
充
当
で
き
、

元
利
償
還
金
の
70
％
が
交
付

税
措
置
を
さ
れ
る
有
利
な
制

度
と
な
っ
て
い
る
。

補
正
予
算
で
計
上
す
る
理

由
は
、
財
源
と
な
る
起
債
制

度
の
中
で
、
消
防
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
の
メ
ニ
ュ
ー
が
今
年

飲
料
水
供
給
施
設
分

担
金
の
算
定
基
準
は

中
村
議
員

１
世
帯
当
た
り

10
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

算
定
基
準
は
あ
る
の
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

県
単

独
事
業
で
実
施
す
る
も
の

で
、
同
じ
事
業
で
、
平
成
22

年
度
と
平
成
24
年
度
に
西
山

耕
地
区
を
実
施
し
、
分
担
金

10
万
円
と
し
て
お
り
、
こ
れ

に
合
わ
せ
定
め
る
も
の
。

工
事
請
負
契
約
の

落
札
率
ど
う
判
断
す
る

度
限
り
の
措
置
と
な
る
可
能

性
が
高
ま
っ
た
た
め
、
事
業

を
１
年
前
倒
し
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　� 　　� 　　� 　  　　�

　�

い
案
件
が
続
い
て
お
り
、
大

変
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

落
札
率
96
・
６
％
は
、
こ
う

い
っ
た
実
情
を
踏
ま
え
れ

ば
、
適
正
な
競
争
入
札
が
行

わ
れ
た
と
判
断
し
て
い
る
。

６
％
は
、
以
前
で
あ
れ
ば
、

高
い
落
札
率
で
あ
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る

か
。

堀
見
町
長

今
、
労
務
費
や

材
料
費
が
上
が
る
な
ど
、
県

の
仕
事
も
含
め
落
札
さ
れ
な



ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン

と
は

ど
の
よ
う
な
社
会
を
築
い

て
い
く
か
と
い
う
計
画

効率的な組織に効率的な組織に

目指す町の姿は目指す町の姿は
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森
　
正
彦
　
議
員

堀見町政

町長 町の人が生き生きと輝くまち

堀
見
町
政
の
施
政
方
針
と

目
指
す
町
の
姿
、
そ
し
て
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
計

画
、
第
５
次
佐
川
町
総
合
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
聞
く
。

堀
見
町
長

佐
川
町
が
目
指

す
姿
は
「
町
の
人
が
生
き
生

き
と
輝
き
、
み
ん
な
で
ま
ち

づ
く
り
を
楽
し
む
」
そ
ん
な

町
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、

２
年
間
で
合
意
形
成
の
会
議

の
手
法
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
の
地
域
課
題
解

決
の
手
法
を
取
り
入
れ
、
し

っ
か
り
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

8人が町政を問う人が町政を問う�

ここがここが�
聞きたい�
ここが
聞きたい�

8人が町政を問う�

町の機構改革

町長 検討し結論を出す

職
務
を
効
率
よ
く
執
行
す

る
に
は
、
職
務
機
構
の
適
正

化
が
重
要
で
あ
る
。
視
点
は
、

町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、
町
の

発
展
に
ど
の
よ
う
な
組
織
形

態
が
良
い
の
か
と
い
う
こ
と

だ
。
機
能
す
る
組
織
で
役
場

や
町
全
体
が
活
性
化
す
る
よ

う
、
機
構
改
革
を
す
べ
き
だ
。

堀
見
町
長

ニ
ー
ズ
が
多
様

化
す
る
中
で
今
の
組
織
で
よ

い
の
か
、
役
割
を
し
っ
か
り

果
た
し
て
い
る
の
か
、
本
来

の
目
的
を
果
た
し
て
い
る
の

か
、
改
め
て
組
織
と
い
う
も

の
を
見
直
し
見
極
め
て
、
役

場
組
織
が
ど
う
あ
る
べ
き
か

検
討
し
て
結
論
を
出
し
た
い
。

早急に建設を早急に建設を
住民センター

町長 早期実現を検討

コ
ス
モ
ス
農
協
斗
賀
野
支

所
が
耐
震
化
に
よ
る
改
築
の

方
向
で
進
ん
で
い
る
。

改
築
と
な
る
と
、
現
在
の

農
協
の
ホ
ー
ル
は
な
く
な

り
、
集
会
等
の
開
催
に
困
る
。

農
協
で
は
、
用
地
を
無
償
で

提
供
す
る
と
協
力
的
だ
。

斗
賀
野
地
区
に
は
、
他
の

地
区
の
よ
う
な
町
民
が
集
会

等
に
利
用
で
き
る
施
設
が
な

い
。
早
期
の
実
現
を
。

堀
見
町
長

住
民
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
斗
賀

野
地
区
の
自
治
会
長
並
び
に

地
区
選
出
の
議
員
の
皆
様
か

ら
要
望
書
を
い
た
だ
い
た
。

県
の
補
助
金
も
頭
に
入
れ

な
が
ら
地
元
の
皆
さ
ん
と
も

話
を
し
て
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
実
現
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
た
い
。

改築予定のＪＡコスモス斗賀野支所

堀見町長 施政方針を語る



制
度
の
導
入
を

制
度
の
導
入
を

導入を導入を

行
う
の
か

行
う
の
か
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松
浦
　
隆
起
　
議
員

町
長
の
政
治
姿
勢
・
事
業
仕
分
け

町
長

や
る
予
定
全
く
な
い

町
長
の
目
指
す
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
に
は
、
必

要
な
財
源
を
ど
う
確
保
し
て

い
く
の
か
が
、
町
長
の
手
腕

に
か
か
っ
て
く
る
。
町
長
は

静
岡
県
に
お
い
て
、
「
満
遍

な
く
『
お
助
け
』
を
す
る
」

行
政
の
支
出
の
あ
り
方
に
違

和
感
を
持
ち
、
事
業
仕
分
け

を
さ
れ
た
経
歴
を
持
っ
て
い

る
。
静
岡
県
で
は
市
や
町
に

も
勧
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
本
町
に
お
い
て
も
、
事

業
仕
分
け
を
行
う
の
か
。

堀
見
町
長

執
行
部
の
皆
さ

ん
と
、
本
町
に
必
要
な
事
業

は
何
か
、
今
ま
で
継
続
し
て

い
る
事
業
で
も
佐
川
町
民
の

幸
せ
を
考
え
た
と
き
に
継
続

す
べ
き
か
、
す
べ
き
で
な
い

か
、
議
論
を
し
て
精
査
す
る
。

そ
の
う
え
で
議
会
に
諮
り
、

い
い
事
業
の
見
極
め
、
討
論

が
で
き
れ
ば
事
業
仕
分
け
は

必
要
な
く
、
本
町
に
お
い
て
、

や
る
予
定
は
全
く
な
い
。

買い物弱者支援策・デマンドバス

総務課長 町民の意向調査等を実施

高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
本
町
に
と
っ
て
、
避
け

て
は
通
れ
な
い
、
早
急
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
、
高
齢
者
の
方
な
ど

が
買
い
物
や
病
院
な
ど
に
行

く
、
い
わ
ゆ
る
足
が
な
い
と

い
う
切
実
な
悩
み
と
な
っ
て

い
る
現
状
だ
。

そ
の
支
援
策
と
し
て
、
電

話
等
に
よ
り
、
利
用
者
の
希

望
す
る
時
刻
、
場
所
に
迎
え

に
行
く
形
で
運
行
す
る
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
導
入
を
。

岡
林
総
務
課
長

来
年
度
か

ら
作
業
を
開
始
す
る
予
定
の

第
５
次
佐
川
町
総
合
計
画
の

策
定
作
業
の
中
で
、
地
域
公

共
交
通
問
題
を
柱
の
一
つ
に

位
置
づ
け
る
。
そ
れ
と
並
行

し
て
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
等
の
先
進
事
例
及
び

助
成
制
度
の
調
査
、
検
討
を

行
う
た
め
の
庁
内
検
討
チ
ー

ム
の
設
置
、
地
域
公
共
交
通

会
議
等
の
設
置
な
ど
を
進
め

る
。
町
民
の
意
向
調
査
等
を

実
施
し
て
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

意
見
を
集
約
し
、
き
ち
っ
と

し
た
答
え
を
導
き
出
し
た
い
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

健
康
福
祉
課
長

住
民
の
声
聞
き
、
考
え
た
い

町
民
の
健
診
受
診
率
を
上

げ
、
健
康
づ
く
り
に
励
む
こ

と
で
医
療
費
や
介
護
費
の
抑

制
に
つ
な
が
る
「
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
」
制
度
が
あ
る
。
健

康
診
断
の
受
診
や
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
ポ

イ
ン
ト
を
た
め
、
特
典
を
利

用
で
き
る
も
の
だ
。
本
町
で

も
、
こ
の
制
度
の
導
入
を
。

岡
崎
健
康
福
祉
課
長

24
年

３
月
に
健
康
増
進
計
画
を
立

て
て
お
り
、
そ
の
進
行
管
理

を
進
め
る
中
で
、
先
進
地
の

事
例
を
研
究
し
、
関
係
団
体
、

住
民
の
方
な
ど
か
ら
声
を
聞

き
、
検
討
に
つ
い
て
は
、
そ

の
議
論
の
中
で
ど
う
し
て
い

く
か
考
え
た
い
。

百歳体操で健康づくり

移動スーパーはあるが



今
の
補
助
金
活
用
を

今
の
補
助
金
活
用
を

談合防止策は談合防止策は

いつから実施かいつから実施か
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坂
本
　
玲
子
　
議
員

中学卒業までの医療費無料化

町長 26年度から実施予定

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

は
み
ん
な
の
願
う
と
こ
ろ
だ
。

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と

き
、
医
療
費
の
心
配
な
く
病

院
を
受
診
で
き
る
こ
と
は
、

全
て
の
親
に
と
っ
て
大
き
な

安
心
と
な
る
。
町
の
財
政
的

に
も
そ
ん
な
に
重
い
負
担
で

は
な
く
大
き
な
安
心
を
与
え

ら
れ
る
施
策
だ
。
町
長
は
早

期
実
施
を
目
指
す
と
言
っ
て

い
た
。
い
つ
か
ら
の
実
施
か
。

ま
た
所
得
制
限
な
し
、
自

己
負
担
な
し
の
実
施
か
。

堀
見
町
長

中
学
卒
業
時
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
は
平
成

26
年
度
の
４
月
か
ら
実
施
予

定
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
入
院
、
通
院
と
も

に
所
得
制
限
は
設
け
な
い
。

個
人
負
担
は
、
な
し
と
い
う

方
向
で
詰
め
に
入
っ
て
い
る
。

ごみ収集委託問題

総務課長 コンプライアンスの確立で

ご
み
収
集
の
談
合
が
疑
わ

れ
て
い
る
。
町
と
し
て
、
ど

う
い
っ
た
談
合
防
止
策
を
考

え
て
い
る
か
。

近
年
、
経
済
効
率
の
み
を

重
視
し
て
若
年
層
が
安
定
し

た
職
に
就
き
に
く
い
状
況
に

あ
る
。
安
心
し
て
働
く
に
は

賃
金
の
保
障
や
社
会
保
険
へ

の
加
入
が
必
要
だ
。
ご
み
収

集
の
委
託
を
行
っ
て
い
る
業

者
の
み
な
ら
ず
工
事
を
請
け

負
っ
て
い
る
業
者
な
ど
に

も
、
そ
こ
で
働
く
人
の
賃
金
、

保
険
等
は
ど
う
か
を
調
べ
た

上
で
、
適
切
な
指
導
を
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

岡
林
総
務
課
長

ご
み
収
集

委
託
に
関
し
て
は
予
定
価
格

を
非
公
表
と
し
、
最
低
制
限

価
格
を
設
定
し
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
努
力
を
し
て
い
る

が
、
基
本
的
に
は
業
者
と
町

が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法

令
順
守
、
企
業
倫
理
、
社
会

貢
献
順
守
）
の
確
立
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
が
談
合
防

止
に
つ
な
が
る
。

堀
見
町
長

労
働
者
へ
の
適

正
な
賃
金
の
支
払
い
、
社
会

保
険
等
へ
の
加
入
を
今
後
、

周
知
徹
底
し
、
労
働
条
件
の

改
善
に
取
り
組
む
よ
う
指
導

し
て
い
く
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
導
入

総
務
課
長

検
討
し
た
い

町
内
全
て
の
地
域
、
全
て

の
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
、
今
の
路
線
バ
ス
の
役
割

も
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
役
割

も
、
通
学
、
通
勤
、
通
院
な

ど
に
も
利
用
で
き
る
デ
マ
ン

ド
バ
ス
が
い
い
と
思
う
。
そ

う
す
れ
ば
、
現
在
補
助
を
し

て
い
る
代
替
バ
ス
の
補
助
金

や
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
な
ど
の

予
算
を
活
用
で
き
る
。

ま
ず
は
、
町
民
の
ニ
ー
ズ

を
調
べ
、
業
者
に
つ
い
て
も
、

調
整
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
本
当
に
利
用
し
た
い
方

の
声
も
聞
き
、
使
う
人
が
安

心
し
て
使
え
る
シ
ス
テ
ム
や

料
金
設
定
が
必
要
だ
。

岡
林
総
務
課
長

ど
れ
だ
け

の
住
民
の
方
が
必
要
と
し
て

い
る
か
、
各
地
域
の
拠
点
を

ど
う
す
る
か
、
ど
れ
だ
け
の

財
源
が
必
要
か
、
ま
た
運
賃

の
設
定
、
運
行
頻
度
な
ど
を

調
査
し
考
え
た
い
。
福
祉
タ

ク
シ
ー
な
ど
に
つ
い
て
も
含

め
て
協
議
し
検
討
し
た
い
。

元気いっぱい　加茂中野球部

収集車を待つごみの山



継続する考えか継続する考えか

町の方針は町の方針は

どうするかどうするか
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中
村
　
卓
司
　
議
員

霧生関問題

町長 法的な確認必要

ほ
と
ん
ど
の
町
民
が
望
ん

で
い
な
い
霧
生
関
公
園
事

業
。
今
は
、
境
界
、
火
薬
庫

の
問
題
で
一
時
ス
ト
ッ
プ
し

て
い
る
が
、
町
と
し
て
今
後

ど
の
よ
う
な
方
向
で
進
め
て

い
く
の
か
。

堀
見
町
長

町
長
選
挙
戦
の

中
、
大
半
以
上
の
方
が
公
園

を
つ
く
る
こ
と
に
疑
問
を
持

た
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
、
法

的
に
も
確
認
を
し
た
上
で
的

確
な
判
断
を
し
て
３
月
議
会

で
方
針
を
打
ち
出
す
。

上町歴史的まちづくり整備事業

町長 今後も継続

上
町
歴
ま
ち
事
業
は
、
あ

れ
ほ
ど
の
金
額
を
投
じ
て
本

当
に
町
の
た
め
に
な
る
の
か

と
い
う
声
も
あ
る
が
、
町
と

し
て
今
後
継
続
し
て
取
り
組

む
考
え
な
の
か
。

堀
見
町
長

牧
野
公
園
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
は
今
後
10

年
間
、
ま
た
上
町
歴
ま
ち
事

業
は
５
年
間
延
長
し
て
事
業

を
進
め
る
。
そ
の
間
、
国
土

交
通
省
に
も
お
願
い
を
し
、

事
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

黒岩地区水害対策

町長 積極的に取り組む

黒
岩
地
区
の
水
害
対
策
事

業
は
、
今
少
し
前
進
し
た
と

は
い
え
、
緒
に
着
い
た
ば
か

り
と
考
え
る
。
現
場
の
地
域

の
皆
さ
ん
は
非
常
に
頑
張
っ

て
い
る
。
町
と
し
て
の
手
助

け
、
協
力
は
、
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

堀
見
町
長

県
や
越
知
町
、

ま
た
地
元
の
皆
さ
ん
と
の
調

整
役
、
推
進
役
と
し
て
、
積

極
的
に
取
り
組
み
、
専
門
部

署
、
専
門
担
当
者
を
決
め
て
、

来
年
度
以
降
、
県
の
事
業
の

推
進
に
合
わ
せ
取
り
組
む
。

そ
の
他
の
質
問

○
ご
み
処
理
談
合
問
題
に
つ

い
て
。

○
北
島
病
院
の
介
護
施
設
事

業
に
つ
い
て
。

○
チ
ー
ム
佐
川
の
プ
レ
イ
ヤ

ー
を
ど
う
動
か
す
の
か
。

ストップしたままの霧生関公園

整備が進む上町地区

大雨ですぐ水没する黒原の沈下橋



支援策は支援策は

認
知
症
へ
の
配
慮
は

認
知
症
へ
の
配
慮
は

拠点整備を拠点整備を
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下
川
　
芳
樹
　
議
員

まちづくり

町長 整備取り組む

行
政
力
が
弱
ま
る
中
、
地

域
や
家
族
に
よ
る
支
え
合
い

の
力
が
弱
く
な
り
公
的
機
関

へ
支
援
を
求
め
る
人
た
ち
が

増
え
て
い
る
。

こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、

行
政
と
住
民
が
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
意
識
を
改
革
し
協

働
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

た
め
の
住
民
の
拠
点
を
地
域

ご
と
に
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

岡
崎
健
康
福
祉
課
長

第
２

次
地
域
福
祉
計
画
・
活
動
計

画
に
お
い
て
、
町
内
５
地
区

に
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
も
し
く
は
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
な
ど
地
域
の
拠
点
を

作
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

堀
見
町
長

佐
川
町
の
５
つ

の
地
域
に
拠
点
と
な
る
施
設

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
地

域
の
施
設
を
調
査
し
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
拠
点
の
整
備
を
、

長
い
目
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

住民組織の育成

町長 行政と住民で解決へ

地
域
の
拠
点
だ
け
で
な
く
、

活
動
へ
と
つ
な
が
る
住
民
組

織
の
育
成
が
重
要
だ
。

地
域
福
祉
や
産
業
振
興
等

で
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
地

域
の
た
め
の
事
業
の
内
容

や
、
将
来
的
な
支
援
施
策
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
き
た
い
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

尾
川

地
区
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

に
続
き
、
黒
岩
、
永
野
地
区

か
ら
も
要
望
が
あ
り
、
地
区

の
活
性
化
計
画
策
定
に
住
民

主
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
事
業

は
３
年
間
の
県
補
助
が
あ
り
、

町
有
施
設
の
改
修
工
事
や
集

落
活
動
を
支
援
す
る
ソ
フ
ト

事
業
が
あ
る
。

岡
崎
健
康
福
祉
課
長

地
域

間
の
連
携
や
機
能
強
化
な
ど

を
果
た
す
た
め
、
安
心
生
活

基
盤
構
築
事
業
を
本
年
11
月

よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
実
施
し
て
い
る
。
最
長

５
年
間
、
事
業
の
実
施
が
可

能
で
あ
る
。

堀
見
町
長

将
来
的
な
支
援

の
計
画
は
で
き
て
い
な
い
が
、

地
域
活
性
化
の
た
め
の
課
題

を
行
政
と
住
民
が
自
分
の
問

題
と
し
て
捉
え
、
解
決
へ
の

行
動
が
大
切
で
あ
る
。
行
政

が
で
き
る
こ
と
は
早
め
に
対

応
を
し
た
い
。

高
齢
者
の
収
納

健
康
福
祉
課
長

情
報
共
有
で
サ
ポ
ー
ト

町
の
高
齢
化
率
が
上
昇
す

る
中
で
、
85
歳
以
上
の
４
分

の
１
は
認
知
症
の
疑
い
が
あ

る
と
の
調
査
結
果
が
あ
り
、

町
内
で
は
２
５
０
人
余
り
の

対
象
者
が
い
る
。
近
く
に
家

族
が
い
な
い
た
め
、
認
知
症

と
気
づ
か
ず
生
活
し
て
い
る

高
齢
者
が
支
払
等
を
忘
れ
る

こ
と
が
あ
る
。

収
納(

各
種
税
金
や
利
用

料
等
の
納
付)

へ
の
配
慮
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

岡
崎
健
康
福
祉
課
長

具
体

的
な
取
り
組
み
は
で
き
て
い

な
い
が
、
日
ご
ろ
よ
り
町
の

保
健
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
、
地
域
の
民
生
委
員
さ
ん

な
ど
で
情
報
を
共
有
し
、
認

知
症
の
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
対

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

橋
掛
収
納
管
理
課
長

関
係

各
課
で
情
報
共
有
し
対
応
し

た
い
。

集落活動センター　たいこ岩

認知症サポートの学習中（加茂中学校）
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今
橋
　
寿
子
　
議
員

霧生関問題

町長 3月議会で方針示したい

霧
生
関
公
園
つ
い
て
、
前

町
長
よ
り
ど
の
よ
う
な
形
で

引
き
継
が
れ
て
い
る
の
か
。

住
民
が
、
あ
ま
り
必
要
と

し
な
い
も
の
を
後
々
の
課
題

要
因
と
し
て
残
さ
な
い
た
め

に
中
止
す
る
の
も
一
つ
の
決

断
で
は
な
い
の
か
。

牧野公園

産業建設課長 計画策定中

堀
見
町
長

前
町
長
よ
り
、

引
継
書
と
図
面
を
も
っ
て
計

画
ど
お
り
進
め
て
ほ
し
い
と

説
明
が
あ
り
、
隣
接
地
の
火

薬
庫
、
境
界
線
の
問
題
、
国

と
の
協
議
、
県
の
開
発
許
可

等
、
県
と
も
協
議
を
し
て
３

月
議
会
で
方
針
を
示
し
た
い
。

牧
野
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
状
況
と
今
後
の
10
年
計
画

構
想
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
の
か
。

長
期
的
な
取
り
組
み
と
な

る
と
、
そ
の
核
と
な
る
人
材

が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

今
後

10
年
ほ
ど
の
進
行
計
画
を
策

定
中
で
、
地
域
の
住
民
の
声

を
聞
き
、
２
月
末
を
め
ど
に

計
画
の
完
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

自
然
植
物
公
園
を
造
っ
て

い
く
と
い
う
大
構
想
な
の
で
、

専
門
の
方
に
も
関
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。
学
校

と
の
連
携
等
も
深
め
て
い
き

た
い
。

町立図書館の建設

町長 検討進め結論を出す

文
教
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し

い
図
書
館
建
設
に
つ
い
て
、

24
年
11
月
、
４
２
３
７
人

の
署
名
の
要
望
に
対
し
て
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

堀
見
町
長

全
町
民
の
３
分

の
１
の
署
名
は
、
大
変
重
く

受
け
止
め
て
い
る
。
26
年
度
、

27
年
度
２
年
間
か
け
て
第
５

次
佐
川
町
総
合
計
画
を
策
定

し
て
い
く
の
で
、
そ
の
中
で

の
取
り
組
み
と
し
て
、
佐
川

町
に
ふ
さ
わ
し
い
図
書
館
の

整
備
の
検
討
を
進
め
、
必
ず

結
論
は
出
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○
牧
野
富
太
郎
生
誕
一
五
〇

年
終
了
後
の
取
り
組
み
は
。

牧野博士ゆかり
の植物を増やし
ている

バイカオウレン

たくさんの人が利用する町立図書館
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片
岡
　
勝
一
　
議
員

桜座運営管理

教育長 維持管理に努める

桜
座
は
、
教
育
、
文
化
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
だ
。

費
用
対
効
果
の
み
で
は
計
れ

な
い
。
今
後
の
維
持
管
理
や

基
金
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

川
井
教
育
長

基
金
は
、
毎

年
約
９
百
万
円
取
り
崩
し
て

お
り
、
26
年
度
末
に
は
５
１

８
万
円
に
ま
で
減
少
す
る
。

桜
座
は
費
用
対
効
果
だ
け

で
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
り
、
今
後
も
維
持
管
理
に

努
め
る
。

生徒の通学路

教育長 安全確保に努める

冬
期
は
17
時
以
降
、
す

ぐ
に
暗
く
な
る
。
中
・
高
校

生
は
、
制
服
も
黒
い
た
め
に

確
認
し
づ
ら
く
危
険
で
あ

る
。
安
全
対
策
の
た
め
に
生

徒
の
帽
子
、
靴
、
か
ば
ん
に

反
射
用
ス
テ
ッ
カ
ー
、
タ
ス

キ
等
徹
底
で
き
な
い
か
。

川
井
教
育
長

学
校
は
、
佐

川
警
察
署
の
協
力
で
交
通
安

全
教
室
を
開
催
。
ル
ー
ル
、

マ
ナ
ー
の
順
守
に
努
め
て
い

る
が
、
歩
行
者
を
含
め
て
下

校
時
の
一
層
の
安
全
確
保
に

努
め
る
。

町道八重栗庄田線

産業建設課長 国、県に要望

庄
田
橋
よ
り
上
流
の
町
道

八
重
栗
庄
田
線
は
、
数
年
前

に
舗
装
し
た
が
最
近
は
所
々

に
穴
が
あ
き
、
草
も
生
え
、

荒
れ
始
め
た
。

こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
補
修
に
工
事
費
も
か
さ

む
が
、
本
舗
装
に
で
き
な
い

か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

町
道

八
重
栗
庄
田
線
は
５
７
０
メ

ー
ト
ル
あ
る
。
町
単
独
で
は

で
き
ず
、簡
易
舗
装
し
て
あ
る
。

国
の
社
会
資
本
整
備
交
付

金
を
要
望
し
て
、
26
年
度
か

ら
５
年
の
間
に
導
入
し
た
い
。

具
体
的
に
は
、
こ
れ
か
ら

改
め
て
国
、
県
に
要
望
す
る
。

鳥獣被害対策

産業建設課長 被害あれば許可

鳥
獣
被
害
に
は
大
変
困
っ

て
い
る
。
耕
作
地
に
入
ら
な

い
よ
う
に
す
る
と
か
、
追
い

払
う
だ
け
で
は
解
決
し
な

い
。
１
年
を
通
し
て
駆
除
で

き
な
い
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

捕
獲
、

駆
除
は
、
年
中
許
可
は
法
的

に
で
き
な
い
が
、
被
害
状
況

を
把
握
し
、
拡
大
の
恐
れ
が

あ
り
、
防
止
で
き
な
い
場
合

に
許
可
が
下
り
る
。
町
長
が

１
２
３
名
の
被
害
対
策
実
施

隊
を
任
命
し
て
い
る
。
本
年
、

わ
な
猟
試
験
で
53
人
が
合
格
、

駆
除
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

る
。

さまざまに利用されている桜座だが

荒れかけた八重栗庄田線

イノシシ　見た目はかわいいが



町負担分出せ町負担分出せ

充
実
を

充
実
を

単独では単独では
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松
本
　
正
人
　
議
員

住宅リフォーム助成制度

町長 耐震化とともに

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
を
来
年
度
よ
り
実
施
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
本

町
で
の
実
施
は
耐
震
化
事
業

と
抱
き
合
わ
せ
で
行
う
予
定

と
聞
く
。
単
独
で
は
だ
め
な

の
か
。

ま
た
、
耐
震
の
工
事
が
で

き
る
業
者
は
限
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

堀
見
町
長

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
の
み
で
個
人
の
資
産
価
値

を
高
め
る
よ
う
な
事
業
に
補

助
金
と
い
う
の
は
、
制
度
と

し
て
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な

い
か
。

耐
震
工
事
は
特
別
な
許
可

は
い
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。

国保税財政補助

総務課長 来年度、実施

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
軽
減

を
求
め
た
い
。

国
は
、
国
保
財
政
に
つ
い

て
財
政
補
助
を
す
べ
き
と
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
８
割
を

国
が
交
付
し
、
残
り
の
２
割

を
町
財
政
で
負
担
す
べ
き
で

あ
る
が
、
そ
の
２
割
を
町
財

政
か
ら
負
担
し
て
い
な
い
。

ま
ず
は
そ
こ
を
改
善
す
べ
き

だ
。

岡
林
総
務
課
長

来
年
度
は
、

１
０
０
％
繰
り
入
れ
す
る
。

高
北
病
院
産
婦
人
科

病
院
事
務
局
長

医
師
の
確
保
、
努
力
す
る

産
婦
人
科
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
は
大
変
困
難
で
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
高

北
病
院
で
出
産
が
で
き
る
体

制
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
努
力

し
て
行
く
べ
き
だ
。

ま
た
、
せ
め
て
出
産
を
控

え
た
妊
婦
が
、
出
産
予
定
の

病
院
の
近
く
で
待
機
で
き
る

支
援
体
制
が
で
き
な
い
か
。

笹
岡
病
院
事
務
局
長

高
北
病

院
に
は
産
婦
人
科
医
が
１
人

常
駐
し
て
お
り
、
妊
娠
34
週

ま
で
診
療
し
て
い
る
が
、
分

娩
は
で
き
な
い
。

分
娩
体
制
に
は
複
数
の
医

師
が
必
要
で
あ
る
が
、
医
師

確
保
は
大
変
困
難
だ
。
今
後

と
も
医
師
の
確
保
に
向
け
て

努
力
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
中
学
卒
業
時
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
に
つ
い
て
。

○
霧
生
関
公
園
事
業
計
画
の

抜
本
的
見
直
し
に
つ
い
て
。

○
一
般
廃
棄
物
収
集
事
業
の

請
負
業
者
選
定
方
法
の
見

直
し
に
つ
い
て
。

○
交
通
弱
者
に
対
す
る
対
策

（
高
齢
者
等
の
通
院
・
買

物
支
援
）
に
つ
い
て
。

○
青
山
文
庫
の
処
遇
に
つ
い

て
。

国保税の抑制は国民的課題

出産ができる設備はあるが



若い力
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町
内
の
地
域
で
頑

張
る
若
者
た
ち
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
、

広
く
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

今
回
は
黒
岩
平
野

地
区
で
頑
張
る
若
者

に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

若い力

そ
の
中
で
、
７
年
前
に

佐
川
に
帰
っ
て
き
た
大
谷

明
寛
さ
ん
を
中
心
に
紹
介

し
ま
す
。

―

な
ぜ
佐
川
町
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
か
。

大
阪
に
い
ま
し
た
が
、
父

親
の
退
職
を
機
に
両
親
と
と

も
に
佐
川
町
に
帰
っ
て
き
て

一
緒
に
農
業
を
始
め
ま
し

た
。

―

苦
労
し
た
こ
と
は
何
で

す
か
。

ま
ず
何
を
作
っ
た
ら
よ
い

の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
作
物
を
作

っ
て
み
ま
し
た
が
、
素
人
に

は
手
が
回
ら
ず
、
ど
れ
も
失

敗
続
き
で
し
た
。

―
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
？
　

周
り
に
若
い
人
が
増
え
た

こ
と
で
す
ね
。

田舎暮らしをしたくて佐川に。
老人しかいないと思ってきた
が、意外と若者が多くてうれし
い。

河嶋　真

地域の子どもとの交流は
楽しかった。チーム佐川
が世界で勝負できるよう
な仕組みを作ってほし
い。明るい一次産業の見
本となるような町にして
いければと思う。

真島　心

皆で一つの行事をするのは達成
感があり楽しい。
仲良く地域を盛り上げていける
町になればいい。

中内　辰廣

そ
の
若
い
人
た
ち
と
一
緒

に
平
野
か
か
し
祭
り
へ
の
協

力
や
、
運
動
会
へ
の
参
加
を

し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
た
ち
で
企
画

し
て
、
地
域
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
餅
つ
き
大
会
を
行
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
集
ま
っ
て
、

と
て
も
楽
し
い
会
に
な
り
ま

し
た
。

―
こ
れ
か
ら
の
抱
負
は
。

少
し
ず
つ
自
分
の
農
業
の

形
が
で
き
て
き
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
先
は
結
果
に
こ
だ
わ

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。他

の
若
者
と
と
も
に
、
仲

良
く
地
域
を
盛
り
上
げ
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

―

佐
川
町
が
ど
ん
な
町
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
。

活
気
あ
ふ
れ
る
町
、
夢
を

持
て
る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

12月15日　平野でのもちつき大会

大
谷
明
寛
さ
ん

皆で盛り上げたかかし祭り
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長
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委
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長
　
　
片
岡
　
勝
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委
　
　
員
　
　
邑
田
　
昌
平

委
　
　
員
　
　
坂
本
　
玲
子

委
　
　
員
　
　
下
川
　
芳
樹

※
わ
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

読
後
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

平
成
25
年
、
２
回
も
危
う
く
火
災
を
起

こ
す
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

四
万
十
市
西
土
佐
が
猛
暑
日
本
一
と
な

っ
た
こ
ろ
、
本
町
で
も
酷
暑
が
続
い
て
い

る
最
中
、
午
前
中
、
野
良
仕
事
を
し
て
昼

食
に
帰
宅
時
、
蚊
取
り
線
香
を
折
る
と
火

の
つ
い
た
先
端
が
ど
こ
か
へ
飛
ん
で
い
っ

た
。
探
し
て
も
わ
か
ら
ず
、
脱
衣
し
て
い

る
と
、
近
く
の
芝
が
燃
え
上
が
り
、
あ
わ

て
て
消
し
止
め
た
。

そ
し
て
年
末
の
こ
と
、
昼
食
直
後
、
外

出
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
な
ぜ
か
、
き

な
臭
い
。
火
の
気
は
な
い
は
ず
だ
が
、
誰

か
が
た
き
火
を
し
て
い
る
の
か
と
外
へ
出

て
見
渡
す
が
、
そ
の
気
配
が
な
い
。

ま
た
部
屋
に
戻
る
と
、
同
じ
臭
い
が
す

る
。
見
回
す
と
、
電
話
横
メ
モ
紙
の
一
点

が
ま
ぶ
し
く
光
り
、
煙
も
出
て
い
た
。
そ

の
右
を
見
た
ら
、
鉛
筆
立
て
に
凸
レ
ン
ズ

が
さ
し
て
あ
り
、
太
陽
の
移
動
に
伴
い
紙

に
焦
点
が
合
い
、
光
と
煙
が
出
て
い
た
。

臭
い
を
気
に
せ
ず
外
出
し
て
い
た
な

ら
、
確
実
に
火
災
と
な
っ
て
い
た
。

こ
ん
な
初
歩
的
な
ミ
ス
を
犯
さ
ず
、
穏

や
か
な
一
年
を
願
う
。

片
岡

県内各地でメガソーラー事業が計画

されている。本町でも、鷹ノ巣養豚団

地跡に計画されているが、その計画の

概要は。（坂本貞雄議員）

＜関連質問＞　片岡議員　森議員

あなたが選んだ議員の
仕事ぶりを見にきませんか？

次の定例会は3月7日（金）午前9時
開会予定です。傍聴においでください。

佐川町メガソーラー設置事業実施要
綱に基づき、鷹ノ巣養豚団地跡で事業
を推進。事業者である民間会社と基本
協定を締結。

協定締結した民間業者の施工によ
り、平成25年11月にメガソーラー
が設置完了し、稼働を開始した。
民間業者と20年間の契約で、土

地賃貸料3千6百万円、固定資産税
約4千万円の収入が見込まれる。

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

No.28

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

稼働を開始したメガソーラー

ど う�
なった�

総務課長�
答　　弁�




